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全難聴女性部だより  第 45号 

令和３年１月１３日発行  発行人：加藤千津子  編集：事務局 

 新年のご挨拶 

          

 

 

 

                 

 

部長 加藤 千津子 

     

明けましておめでとうございます。女性部の皆様には、いつもご理解、ご協力を賜りまし

て深く感謝申し上げます。 

昨年度は、新型コロナウイルス感染症という未曽有の出来事で始まり、誰もが収束を願い

３密を避け、自粛を心がける我慢の１年でした。しかしながら、残念なことに現在も収束の

兆しが見えなく、それどころか感染拡大の状況が続いています。 

女性部も、昨年の京都会議は対面ではなく書面決議で行うという初めての方法でおこない

ました。 

地域の皆さまもコロナ禍で中止、延期となった行事も多くあったことでしょう。そう言っ

た状況からＷｅｂを利用し会議等活発に行っているところも多いとお聞きします。しかしな

がら、地域によっては、遠隔情報保障が公費として認めていただけない課題もあります。 

また、マスク着用は当たり前、接触を避けるソーシャルディスタンスとなった現在は、私

たち難聴者は聞こえの障がいをますます強くしています。 

そういった中で私たちも工夫を学び、Ｚｏｏｍで会議を行い、テクノロジーの進歩によって

スマートフォンに音声認識ソフトを使って音声を文字表示する方法が広がっています。耳マ

ークもその一つではないでしょうか。コロナ禍だから文字情報が必要なことを一般の方に理

解していただくチャンスかもしれません。ピンチをチャンスに今年は耳マークの普及を女性

部の活動に取り入れられたらと考えています。 

新しい生活様式も日常になりつつある昨今ですが、やっぱり直接お会いして顔を見ながら

話すことが一番です。そのためにも一刻も早く収束するために、今一度皆さんにはコロナ対

策を徹底し、不要不急の外出を謹んでいただきますようお願いします。 

そして、今年の京都会議は直接お会いして、全難聴女性部の今後の方針、地域の要望等を

話し合い地域に根付く女性部とし精進していきたいと思っています。今年もご協力をよろし

くお願いいたします。 
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新年のごあいさつ 

一般社団法人 全日本難聴者・中途失聴者団体連合会 

理事長 新谷友良 

 

 

明けましておめでとうございます、加盟協会の皆さまには日ごろから様々な面で全難

聴の活動を支えていただきお礼申し上げます。 

新型コロナウイルス感染拡大で、昨年は大変な一年でした。加盟協会の皆さまも、総会・

役員会の開催や日常の協会活動維持のために日夜奮闘されていることと思います。コロナ

感染の収束のために、一日も早い治療薬・ワクチンの開発が待たれますが、以前の生活や

協会活動を取り戻すためには多くの人の免疫の獲得まで、長い時間が掛かることを覚悟す

る必要があるように思われます。 

このような状況ですので、昨年は全難聴も対面での総会開催を取りやめ、書面審議で事

業計画・予算をご承認いただきました。また役員につきましては次期役員選出まで業務を

継続する形で、事業運営に当たりました。今年は、なるべく早く活動を以前の形に戻し、

対面での総会において令和２年度の事業報告・決算報告をご承認いただき、令和３年度の

事業計画・予算のご審議、新役員の選出を行っていただきたいと考えております。 

一方、コロナ感染禍ではありますが、昨年は６月に電話リレーサービス法（聴覚障害者

等による電話の利用の円滑化に関する法律）が成立し、１２月にはその基本方針も発表さ

れて今年半ばサービス開始が予定されております。また、１月開会の通常国会においては

障害者差別解消法の改正が審議される予定で、そこでは事業者による合理的配慮の提供が

従来の努力義務から法的義務に改めることが議論される予定です。 

このように国政レベルでは一定の評価出来る動きがありますが、私たちの日常生活にお

いては三密を避けることが求められ、対面でのコミュニケーションが自粛となり、中途失

聴・難聴者にとっては大変困難な毎日が続きます。地域によっては、要約筆記利用が激減

するなど、私たちの仲間が孤立している状況も伺えます。このような中ですが、地域の協

会の存在は一人寂しく暮らしている仲間を支え、協会の活動継続が目前には見えない多く

の仲間を勇気づけていることは間違いありません。今回の新型コロナウイルス感染拡大は、

そのような皆さまの協会を支えることが、全難聴の使命であることの確認を求めているよ

うに思えます。新年を寿ぐのに適切な言葉が見つかりませんが、皆さま力を合わせてこの 

１年を乗り越えてまいりましょう。 

  

（赤べこ 会津若松市ホームページより） 
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令和３年 役員・県部長から「令和２年を振り返って」 

 

◇部長・東海ブロック長・岐阜県部長：加藤千津子                  

皆さま、明けましておめでとうございます。 

令和２年はコロナ禍でほとんどの活動が延期、中止となった忘れられない年になりました。 

昨年で５回目となるはずだった干支の人形作りもギリギリまで迷いましたが断腸の思い

で中止としました。それでも、一部の部員から「やっぱり中止なの、やってほしかった」等

の声を聞き楽しみにいられたのがひしひし伝わり申し訳ない気持ちでいっぱいでした。 

今年は、昨年の経験を活かしコロナ禍だからできることを模索して部員と繋がりをもって

活動できたらと思っています。 

 

◇副部長・横浜市部長：主藤京子 

明けましておめでとうございます。 

「去年を振り返って」コロナ禍で収束のめどが立たない中での活動は制限があり女性部員

も寂しい思いをしました。１１月女性部最大のイベント「ちょっと早いクリスマス会」を食

事会に変更しましたが結局中止、１２月しめ縄飾り作成も迷ったのですが部員の「会えるの

嬉しいです」で実施。顔を見て話せることは何と幸せな事か。引き続き感染対策を徹底しな

がら行事を開催できればと思います。 

 

◇事務局長・茨城県部長：佐藤緑  

令和２年度、茨城県女性部の行事は２つとも中止になりました。２月

に一品持ち寄り会を予定していますがこれもどうなることか…。全難聴

女性部では、総会が書面決議になりました。県部長さん全員から返信を

いただきありがとうございます。どんないい企画も、会場が使えなくな

るとお手上げなんですね。全国の女性会員が安心して集えるようにと心

より願っています。         （水戸市 偕楽園の梅の花）→ 

 

◇事務次長・近畿ブロック長・京都府部長：片山ひろみ 

昨年以来、コロナの文字を見ない日はないほどで

すが、この危機を乗り切る手立てとして会長の引っ

張りのもと、Ｚｏｏｍをやり始めました。 

会議の度に経験を積み重ね、何より理事の全員習

得を目指し、長けている理

事の配慮により全員揃って

使える様になった成果は、

協会として誇れると思って

います。まだまだ使いこな

すには途上ですが、今後も

努力しつつ邁進して行きます。 

こんな中、秋も深まった小春日和に長男夫婦と比叡山へドライブに

出かけ、パソコンから解放され清々しい気分に浸れ、コロナの鬱積を

かすめてくれる良き日となりました。                       

絶景 （左上：比叡山から琵琶湖の眺め 右：延暦寺）                 
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◇会計：磯島都子（埼玉県）        

明けましておめでとうございます。 

昨年はコロナ騒動で始まり、今年もコロナで明けてしまいました

ね。オリンピック年なので１日も早い収束を願いたいです。 

昨年は母の介護をしながらペットの癒しを受け活動にも専念で

きました。どちらも保護犬猫ですが癒し力はすごいです。タロー

君も載せたいですが紙面の都合上どうかお許しを。皆さんも写真

をご覧になり癒されてください(^_-)-☆。コロナに負けずに良い

お年でありますように・・・。   （猫のレオン、ゆう）→ 

  

◇広報担当・兵庫県部長：庄司美絵  

 新年明けましておめでとうございます。 

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます _(._.)_ 

２０２０年はコロナ感染の影響で、女性部の活動休止。役員会議はＬＩＮＥでオンライン。

県内１３の地域協会がありますが、地域によりバラつきがあり、なかなか難しい面も。 

２０２１年は、３密に気をつけて、皆さんと会えることが出来たらと考えています。 

 

◇監事：塚本茂子（茨城県）                             

 新しい年が明け未だ来ぬ春に思いを馳せながら、昨年を振り返ってみると、新型コロナウ

イルス感染症拡大により３密を意識した行動様式や、新しい生活様式など生活に変化があっ

た一年間でした。また全難聴女性部では、任期途中で辞任した役員の交代や、京都で開催予

定だった役員会、県部長会議及び第３１回総会が中止となり書面議決を行うなど大きな変動

がありました。 

新型コロナウイルス感染症の収束を願い、令和３年が健康で明るい一年となりますように。

皆さま、本年もよろしくお願いいたします。 

 

◇監事・大阪市部長：高田郁代                             

文字通り、コロナに振り回された１年でした。緊急事態宣言発令の期間は全く活動停止。

６月に入ってから活動は可能になりましたが、今まで使っていた協会事務所は３密になるた

め使えません。広い会場の予約ができた７月と９月に例会を実施。以後ランチ会や絵画鑑賞

会などを計画したものの、大幅な感染拡大のため中止。散々な昨年でしたが、春にはワクチ

ン接種が開始されそう。どうか良い年になりますようにと祈ります。 

 

◇相談役・九州ブロック長：永末淑子（福岡市） 

 新年明けまして おめでとうございます。 

皆様には健康でお幸せな年となりますように心よりお祈り致します。 

 昨年は、新型コロナウイルス感染が世界中に広がり現在も終息していません。女性部総

会や地元協会の例会や身体障害者関係の行事も中止になりました。 

今年はワクチン接種を期待しています。そして皆様と楽しい活動が出来ることを祈って

います。女性部総会や、全難聴福祉大会 in 大分で会いましょう！ 
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◇関東ブロック長・川崎市部長：伊藤雅子 

昨年は、再会や新しい出会いを楽しみにしていた行事等も新型コロナウイルス感染拡大の

影響で中止となり残念でした。しかし、女性部の活動は開催し、交流を深められました。 

マスクのない笑顔で安心した生活が出来ることを心より願っています。延期になっている

東京オリンピック・パラリンピック競技大会が無事に開催されることを心待ちしています。

今年は皆様との輪・話・和を大切にして、有意義に過ごしたいです。 

 

◇東京都部長：明田美奈子 

２０２０年は新型コロナウィルス緊急事態宣

言により東京の女性部は８月まで活動中止。９月

より少しずつ開始、役員会議はソーシャルディス

タンスに留意し、対面で行いました。 

協会９月例会で「那須善子氏の講演会」を担当、 

１１月はクリスマスリース作りを実施。男性の参

加もあり、楽しんでいただけました。次は２月に

「筆談ボード作り」の予定。 

人数制限のため申込制にし、テーブルと椅子の

除菌、熱を測り、３密を避けるなどで取り組みま

した。早く元通りの活動に戻りたいものです。早

くワクチンが待ち遠しい。 

 

◇大阪府部長：橋川みえり 

令和２年の大阪府女性部の活動は、２月がコロナ禍にまだ巻き込まれていない時でしたの

で明治チョコレートの工場見学を無事終えました。 

３月～５月は中止、７月にやっと令和２年度の年間予定を決めました。８月は休会、９月

はマスクを手作り。１０月もまたもや中止、１１月は８人限定ながらランチの会ができたこ

とは喜びです。１２月ささやかなクリスマス会でしたが会員同士の交流を深めました。 

コロナの収束を願い、今年も仲間の元気な顔が見れますように。 

 

◇福岡市部長：江口久仁子 

全難聴女性部の皆様、あけましておめでとうございます。令和２年は、オリンピックをは

じめ色々な催し物が中止・延期の一年でした。当協会も全国大会女性部バザー出品の作品つ

くりなど、担当者と共に全ての準備を終えていましたが中止せざるを得ませんでした。 

それを今年度にと予定しています。願わくば、再度の延期になりませんようにと切に、 

祈っているところです。今コロナの時代を生きている。流されないで生きている。 

 

◇神戸市部長：竹内かづゑ 喪中のため、今年は辞退の申し出がありました。        

 

◇群馬県、奈良県：寄稿なし 

 

監事、相談役を含む役員、県部長に原稿依頼、締め切りまでの寄稿を掲載しています。 

今年度は、写真、イラストも募集してみました。寄稿いただいた皆様、ありがとうございました。 

茨城県は、２月の「一品持ち寄り会」を中止し、内容を変更して開催予定とのこと。 

☆次年度より、窓口の皆様にも原稿依頼をする予定です。よろしくお願い申し上げます☆ 
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１、近畿ブロック役員交代のお知らせ 
 

令和２年１１月、近畿ブロック女性部 

は新型コロナウイルス感染防止のため 

延期になっていた委員会を開催し、役員交代をしました。 

 新委員長：片山ひろみさん（京都府） 

 

２、令和３年度役員会・県部長会・総会のお知らせ 
 

日 程：令和３年７月２日（金）～７月４日（日） 

７月２日（金）午後～３日午前 役員会 ７月３日（土）午後 県部長会、総会 

７月４日（日）観光（希望者） 

場 所：京都（詳細は後日お知らせいたします。今後の社会情勢により変更もあり得ます） 

☆令和３年度は役員改選があります。役員に立候補、推薦がありましたら、 

他薦自薦を問いませんので、事務局までお知らせください。 

☆年に一度の会議ですので、県部長は必ずご出席をお願いいたします。 

☆一般部員も会議を傍聴できます。総会には出席し直接発言もできます。 

ご自身の意見を女性部に反映しませんか？多くの方のご出席をお待ちしております。 

☆加盟協会の女性部や窓口、女性会員からの相談等も随時お受けいたします。 

                    

３、「第 26 回全国中途失聴者・難聴者福祉大会 in おんせん県おおいた」への 

  バザー開催について（注意：日程・場所が変更になりました） 
 

日 時：令和３年１１月２７日（土）～２９日（月）観光までの日程 

    女性部バザーは、１１月２６日に準備、２７日～２８日の予定 

会 場：J:COM ホルトホール大分＜大分市＞ 大分県大分市金池南一丁目５番１号 

 

令和２年に予定された福祉大会が延期となり、別府市から場所も変更になりました。 

女性部は、例年通りバザー開催を予定しています。 

バザー提供品につきましては、使用済、陶器など割れやすいもの、食料品以外の品物を 

募集してきました。募集詳細及び送付方法等は、令和３年度総会以降にお知らせします。 

大分で難聴女性の皆様とお会いできることを、役員一同楽しみにしております。 

ご意見、ご要望などありましたら事務局

までお知らせください。 

 

事務局長：佐藤 緑（茨城県） 

Ｆ Ａ Ｘ：０３－３８８９－１０３１ 

Ｅメール：tori72520@gmail.com 

 

令和３年を迎え、全難聴女性部だよりを

役員が一丸となって作成いたしました。

コロナ禍の影響を受けて活動範囲の自

粛はあるものの、地域ごとに女性部の底

力を発揮して取組んでおります。今年も

役員一同頑張りますので、どうかよろし

くお願い申し上げます。 

事務局だより 

 

 

～問い合わせ先～           ～編集後記～  

mailto:tori72520@gmail.com

